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研究成果の概要（和文）： 
 古典期ギリシャにおける政治哲学の三大著作（プラトン『国家』篇、『法律』篇、アリストテ

レス『政治学』）は、視点や方法はそれぞれ異なるものの、人間的生の目的である｢人間性｣の本

質とその政治的実現手段を共通して追求するものである。その政治理念としての普遍性は、古

代後期や中世を経て近現代にいたるその後のヨーロッパ世界に多大な影響を与えただけでなく、

アジアを含む人類の共生という問いにも示唆を与えるものであることが判明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The three main works of political philosophy in ancient greek thought, namely, Plato’s 
Republic, Laws, and Aristole’s Politics, turns out to be the ones that have the common 
aim to investigate what is the humanity as a ultimate end of our life and how to achieve 
it at political level, though their views or methods are quite different. This universal 
ideal of politics not only has a great influence on the later Europian world, but also 
gives suggestions of how we human beings live together. 
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１．研究開始当初の背景 
 プラトン『国家』篇、『法律』篇、アリス
トテレス『政治学』は、古典期ギリシャにお
ける政治哲学の三大著作とされる。これらは、
従来、個々別々に研究される傾向にあったが、
三者の関係を総合的に捉える試みが十分な
されてきたとは言いがたい。この欠点を補い、
総合的視点を得るには、哲学はもとより、歴
史、政治、文学など、幅広い領域からの研究
者の協力と、学際的な視点が求められる。本

プロジェクトはこのようにして企図された。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、上述の三大著作を主な研究主
題とする。まず、それぞれの固有性を明らか
にすると同時に、それらの間の異同をその構
成上、内容上の両観点から攻究し、これら三
大著作によって作り上げられている古典期
におけるギリシャ政治哲学の全貌、さらにそ
れが人類一般の平和なる共生の秩序の構築
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に関して、いまなお有する「理念」としての
普遍的意義を明らかにする。 
 
(2) ついで、これら三大著作が後代に対して、
それぞれの時代、それぞれの地域で、この三
大著作のそれぞれが個々にどのように受容
され、また、それぞれの時代の政治理念とし
てどのような影響を与えたのかの仔細を精
細に検討することを目指す。 
 
(3) さらに、東アジアから見るという視点も
加え、「ヨーロッパ中心主義」のもたらす問
題点についてもあわせて考究する。西欧にお
ける「国民国家」の成立など、１９世紀から
２１世紀にいたる歴史的状況と政治理念の
細密な検証を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 二つの研究グループを編成し、それぞれ
の研究課題を研究すると同時に、両研究グル
ープは合して全員で、本研究主題全体に共通
する研究課題を攻究する。研究代表者はこれ
らすべてに加わり、全体を総括する。 
 グループ（A）（三大著作の関連の研究グル
ープ）は、プラトン『国家』篇、『法律』篇、
アリストテレス『政治学』三著作の関連およ
び三著作全体を見渡す全体的視界を明確化
する。 
 グループ（B）（三大著作の先行思想と後代
への影響の研究グループ）は、三大著作を準
備する先行思想および三大著作の後代の政
治思想への影響を攻究する。また、両グルー
プは合同して共通の課題を攻究する。 
 
(2) 研究代表者、研究分担者、連携研究者全
員による合同研究集会を、毎年定期的に開催
し、意見交換を行う。 
 
(3) 海外共同研究者の招聘および海外出張、
資料の収集を通じて、プラトン、アリストテ
レスの政治理念が今日に持つ意義をグロー
バルな視点から究明。本研究の遂行に有益な
示唆と大きなパースぺクティブを得る。 
 
４．研究成果 
(1) 古典ギリシャにおける政治哲学の三大
著作が作り上げた共通の政治理念は、人間の
｢ 生 き る こ と ｣ の 目 的 で あ る ｢ 人 間 性
（humanity）｣にある。魂の諸部分とのアナ
ロジーによる国家構造の分析やいわゆる哲
人王思想（『国家』）、「内乱」という視点から
構築された法制論（『法律』）、人間の自然に
根ざして企図された理想の国制論（『政治
学』）。このように視点は多様であるが、これ
らの著作はどれも、生の目的たる「人間性」
とは何であるのか、また、これを達成するた
めに不可欠な手段が何であるかを解明しよ

うとした。その基盤には、国家の全成員が共
有すべき「教養」として、「美(kalon)」「正
(dikaion)」「善 (agathon)」に集約される「人
間の共同性（コイノーニアー）」への視点が
あるとの結論に達した。 
 
(2) 三大著作を取り巻く状況としては、ギリ
シャ詩（ホメロス）における「正義」概念、
アリストファネスに見られる社会モデル、リ
ュシアスの弁論術など、同時代に近い段階で
の影響関係も見られるが、後代になると、三
大著作の影響は顕著となる。ヘレニズム、ロ
ーマ、イスラムはもとより、中世（トマス・
アクイナス等）を経て、ホッブズ、ルソーと
いった近代の政治思想にいたるまで、ギリシ
ャ政治哲学の受容と展開は、重層的・多面的
に展開する。これは、「人間性」という共通
不変の理念が、豊かな哲学的基礎に支えられ
て、ヨーロッパ政治思想を貫いてきたことを
意味することが確認された。 
 
(3) 三大著作が提示した普遍的な政治理念
は、ヨーロッパ世界のみならず、アジアを含
む全地表の人類という地平においても、「人
と人との公共性」という点で示唆を与えるも
のであることが確認された。それは、多元的
な文化伝統に担われながらも共生しあう私
たちの現代社会にとって有効な指針を与え
る。 
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